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果を,高さyの関数として第 3図に示す.両対数目盛 りで直線的に変化するが,ある高 さ
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ycでクロスオーバーが見 られる.y>y｡では,DBM 的のパターンに対 しては,フラク








計算 して,第4図に示 した.高 さyに比べて Cが小 さい時は,ベヰ的に減衰する.Xが大
きくなると､一定の値p(y)2に収束する. これは一定の密度でランダムに分布 させたと
きの値に同 じである.その直前に極小 となることが特徴的である.このときの才の値を
a:Cとすれば,3< ccではフラクタル的,3 >∬｡では,無相関である.I)LAパター ンで
紘 ,クロスオーバー ∬Cの値は高 さyともに大 きくなり､発散すると思われる.一方,DBM
的パター ンでは,クロスオーバーの値 訂｡はDIJAに比べて,小 さくなることが分かった.
xcより大 きいスケールでは,横相関はフラクタル的ではない.








【2】松下 貢 : 日本物理学会誌 第47巻第 6号 (1991)441.
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